
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

・H24年度で事業終了。

・今後は保健福祉事務所を事務局として、地域小児長期入院児等支援連絡会により、支援体制づくりを継続して行っていく。

目標に対

する成果

の状況

・関係者間での共通認識及び連携強化が図られた。

・全保健福祉事務所で小児長期療養児の地域移行について検討する場が確保できた。

・平成２４年度は５人の長期入院児が退院し、自宅等へ地域移行した。

 概算事業費（B（A）+C） 9,609 9,424 9,985 0

3,716 3,716 0

概　算

人件費

0.45 0.45 0.45

3,743

5,866 5,708 5,473

9回 達成

4,359 4,020 4,014 0

研修会の開催 8回 8回

達成

地域小児長期入院児等支援連絡

会の開催保健所数

5ヶ所 増加 9ヶ所

Aの

財源

1,755 2,262 2,255

合計（A) 6,114 6,282 6,269 0

退院児数 5人 5人 5人 達成

補正予算

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25年度25年度25年度25年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 Ｈ２４

6,282 6,269 0

H25

目標

項目

現況

（見込）
目標 成果 達成状況当初予算 6,114

6,269 5,473 0

関係者へのスキルアップ研修会 直接 8回実施し、215人の参加を得た。 30

長期入院児等支援コーディネーターの配置 委託

こども病院小児科医師１名をコーディネーターとして配置、長期入院

児把握、個別支援、関係機関との連絡調整を実施した。

5,266 5,266

地域小児長期入院児等支援連絡会 直接

5ヶ所の保健福祉事務所で連絡会を開催した。その他4ヶ所では準備

会、自立支援協議会、母子保健関係者連絡会で検討した。

448

28

（当初）

小児長期入院児等支援対策会議 直接 1回実施し、課題の検討を行った。 525 179

項目 実施方法 H24事業実績

（当初） (決算)

E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 「新生児集中治療管理室等に入院している児童に対する適切な療養・療育環境の確保等の

取組について」　（平成19年12月26日付厚生労働省医政局長等通知）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

NICU等から移行可能となった重症心身障害児等が在宅療養や重症心身障害児施設へ移行できる。

現状 H24年3月末現在、県内では4医療機関に19名の児童が長期入院（1年以上）している。重症心身障害児施設に空きがなく、在宅療養に移行するための支

援も不十分である。

・長期入院児の地域移行推進

・地域小児長期入院児等支援連絡会の開催保健福祉事務所数の増加

・研修会の開催

合計

H24 H25

事業番号 04 10 19 事業改善シート （24年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 小児長期入院児等支援事業小児長期入院児等支援事業小児長期入院児等支援事業小児長期入院児等支援事業
担

当

課

部局 健康福祉部

３　子育て支援体制の充実 実施期間 Ｈ２２ ～ H24

課・室 こども・家庭課

総合５か年

計画
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